
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2025年7月31日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

投資環境見通し（2026年8月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
8月21日

長期金利は、米国、欧州（ドイツ）ともにレンジ内で推移

米国：減税効果が一巡し、景気は徐々に減速するとみられますが、米国とイランの戦闘終結に向

けた協議が行き詰まり原油価格が再び上昇傾向となっています。こうした中、長期金利はレンジ

内で推移するとみています。

欧州：インフレ圧力の高まりからECB（欧州中央銀行）による利上げ観測とともに、景気下押し

の可能性が意識されています。こうした中、ドイツ長期金利は米国長期金利と同様にレンジ内で

推移するとみています。

4.73 0.04 0.10 0.65

外国債券見通し

マーケットの動き（2026年8月17日～8月21日） 主要国国債利回りの推移
（期間：2025年7月31日～2026年8月21日）

先週の米国国債市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。

19日に米財務省が長期・超長期国債の買い戻しの増額を発表したことを受けて、債券が買わ

れ、一時的に金利は低下しました。しかし、その後は財政悪化への懸念から買いが続かなかっ

たほか、中東情勢の先行き不透明感の高まりを背景とした原油高や、AI関連企業による大型社

債発行で需給が緩むとの見方も重なり、金利は上昇しました。

欧州国債市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。
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FTSE世界国債インデックスの推移
（期間：2025年7月31日～2026年8月21日）

0.41

1.37% 10.38%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202608_outlook.pdf
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FTSE世界国債インデックス

除く日本、円ベース(騰落率）
680.16 0.13% ▲1.51%
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（変動幅）

95

100

105

110

115

120

25/7 25/9 25/11 26/1 26/3 26/5 26/7

FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

25/7 25/9 25/11 26/1 26/3 26/5 26/7

10年国債利回り（米国） 10年国債利回り（英国）

10年国債利回り（ドイツ）

MYAM Market Information

（年/月）

（年/月）

（指数値）

（％）


